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【ブレイン・ストーミングのすすめ】

これからの日本、「独創性」が大事だ大事だといわれますが、いかに独創性を陶冶するかは、なかなかおしえてもらえないですよねぇー。
現代日本で、「独創性のある人・ない人」の違いは意外に単純で、「ブレイン・ストーミング」の経験の有無にほぼ対応しているとおもいます。
「ブレイン・ストーミング」とは、「クリエーター」などがよくやるアイデア発想法で、少人数の人たちが批判なしでいっぱいアイデアをだしあうセッションです。「ブレ・スト」って、聞いたことないですか？
というわけで、学生さんの発表を「タネ」にして、みんなで、気楽にブレインストーミングの入門・実習をやってみる会を企画しました。

就活の「エントリーシート」「面接シナリオ」がいまいちおもしろくないひと、ゼミ発表や卒論のアイデアがおもしろいのがないひと、将来「クリエーター」系の仕事につきたいひと、、、、、その他、どんなかたでも、歓迎します。
一年生からぜひおすすめします。今後同様のセミナーの予定はありません。この機会をのがさないように。大学生に限らずどなたでもどうぞ。予約不要。無料。準備などもいりません。筆記用具のみ持参で、いらしてください。
あなたも言ってみましょう！！。「そのプレゼン、ぜんぜん、パッとしないなあ。ちょっと、ブレストにかけてみない、、、」とか、、、、。
【ブレ・ストとは？】

ブレイン・ストーミング（以下「ブレ・スト」）とは、ブレイン（脳）のストーミング（嵐）といういみで、いわば、アイデアの「量だし」をすることで、いままでの暗黙の常識・制約を「ふっとばそう」とするメソッドです。
通常いわれる、「ルール」としては、、、、。

少人数の気心の知れた者どうしであつまる。問題（クエスチョン）を板書し、それに対して、どんなつまらないアイデアでもいいから、「量をおおく」アイデアをだしていく。質よりも量を目指す。そのさい、他人にアイデアを批判してはいけない、、、、。と、いったものです。

【「無批判ルール」は、テキトー、に！】
ここで問題になるのが、最後の「他人を批判しない」というルールです。これはこれで、後述するように大きな存在意義があるのですが、じっさいには、批判したくなるときもあるし、これからのべようとするアイデアが「批判」にあたるのかどうかなど「グレー・ゾーン」問題が生じます。
あくまで、このルールは「ちょっとしたアイデアでも気兼ねなくのべあえるように」という場のムードを保持するためのルールだとおもいます。ので、厳密にいえば、「批判」にあたるようなことでも、お互いの発想をプラスに触発しあうような発言なら、どんどんすればいいとおもいます。
ただし、自分では、批判のつもりではなくても、言われた方としては「たたかれた」「つぶされた」とかんじることがおおいので、「改善案・対案」の提起というように「反対のための反対」にならないように注意すべきでしょう。

とはいえ、このような注意が無意識的にできるようになったら、あまり杓子定規に、この「無批判ルール」の固執する必要はないとおもいます。

【ブレストの三つの機能】

わたしの考えるところでは、うまく行ったブレストが、効果をもつのは、主に（お互いに密接に関連していますが）三つの理由による、とおもいます。すなわち
「敷居を上げずに、むしろ敷居を下げる」
「そういえば、、、、的、想起発想をうながす」
「暗黙のお約束・制約を、白日下可し、それの乗り越えを可能にする」、
の三つです。説明してみましょう。
【敷居を上げずに、むしろ敷居を下げる】
よく、大学や学会での「よそ行き」での議論を聞いていると、質疑が進行していくうちに、「してもいい発言（質問）のレベルが、みえないながらもだんだんと、上がっていく」という傾向・現象がみられます。これをわたしは、「発言機会を選んで躊躇しているうちに、「敷居があがってしまって」、発言できなくなる」といっています。
ブレストの「どんなつまらないことでもとにかく、多量発言」ルールは、このように、「場」の「敷居」がだんだんを「上がっていく」のを予防する機能があるとおもいます。さらに「こんなこといったら笑われるのではないか、、、」ともともと思っていて躊躇していたようなアイデアも、うまくやっていくとむしろ「敷居が下がって行って！！」発言可能になります。

さらに、それらがうまく進行すると「なんだ、こんなことも言っていいんだー。じゃ、これ言ってみよう！！」というように「敷居下がりのポジティブフィードバック」がおこるようになるわけです。このような経験をすると、「ブレストって、効果あるなー」という実体験をうることができるでしょう。

【そういえば、、、、的、想起発想をうながす】
うえと関連して、「敷居下がり」現象が進行すると、いわば「意識の直下まで」でかかっていたアイデア（喉元まででかかっている、というやつ）が意識化され、発言されるようになるでしょう。
こうなれば、「表にでかかっていたのだが、意識レベルの上にでることのできなかった、半意識的アイデア」を「世に出して」やるような「産婆術」として、ブレストは機能してくれたことになるでしょう。
【暗黙のお約束・制約を、白日下可し、それの乗り越えを可能にする】
ある問題に対して、斬新なアイデア・発想が生まれない理由の多くは、ヒトがそれまでの暗黙のお約束・制約にとらわれているからです。で、問題なのは、「自分がどのようなお約束・制約に服しているのか」の自覚が非常にむずかしいということです。
ブレストでは、このあたり少し意識的に、「現実的には、実現しそうもないようなアイデア（いわゆる「非常識なアイデア」）」とかを多く出してみることがいいとおもいます。

↓

そうすることで、「このアイデアは、この点で、現実的でない」ということを確認するすることができ、そうすることで「われわれがいままで、無意識に服していた常識・お約束・制約（ここでいう「現実」）」が、いったい何であったが、みえてきます。
↓
このような作業を「量を多く」こなしていくことで、「旧来のわれわれ」が服していた、諸々の、常識・お約束・制約・現実といったものの全体像がぼんやりとみえてきます。神ならぬ身のわれわれは、これら諸々の「制約」すべてを無視して行動することはできないでしょう。
↓

しかし、時代は変化しています。「旧来の時代に対応していた、暗黙の諸・常識制約」のうちの「三つか四つ」は、じつは、「もはやそれに制約される必要のない」あるいは「たんなる新発想・新行動への無用の足かせ」であることが露呈するでしょう。
↓

としたら、このような「今や無用になった足かせ」に制約されない、新発想・新行動がここから、みいだしうるようになるわけです。
【いいブレストを、「やってみる」以外に道はない。はじめからうまくいかなくても、あきらめないで！！】
ちょっと、小難しくなっちゃいました。が、じっさいに、「いいブレスト」をやってみると上の理屈が「腑に落ちる」ことになるとおもいます。

逆にいうと、この文章を読んで、「いかに、頭でわかったような気」になったとしても、「実際に、体をつかって、やってみない」と、かなり効果は少ないでしょう。
頭をつかった発想も、スポーツや武道のようなものです。じっさいに「やってみ」て、「体」で体得し、しかも、「うまくいった！！」という成功体験を、「体にしみこませて」いかないとみについていかないでしょう。

今後の日本では、「独創性」や「ディスカッション能力」の陶冶が叫ばれるでしょう。しかし、それに対応した方法（論）が完備されているとはおもえません。「ディベート」の試みなども一部では盛んになってきているようです。ぜひがんばっていただきいとおもいます。が、そもそもアイデアがでないのに、ディベートしても、「ありものの諸意見の選択・たたき合い」におわってしまう危険性が大きいとおもいます。
ブレストの指導は、指導者自身が知的柔軟性がないとむずかしいところがあります。それにたいして、ディベートはじつは、指導者の資質があまりたかくなくても、「とりあえず体裁が整う」きらいがあります（もちろん、資質の高い指導者のもとでの効果の高いディベートも多く存在するでしょうが、、、）。ということで、旧来の「座学」型の教育離脱路として、ディベートが安易に選択されすぎているかもしれない、とかんじています。
ぜひ、「それにつけくわわる」ものとして、　ブレストの実践を、みなさん、こころみていただきたいとおもいます。

一二回やっただけでうまくいく、ということはあまりないでしょう。なんかいもしつこくやっていくと、だんだん「雰囲気」のようなものをお互いがつかんでいけるとおもいますよ！！
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